
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催 ： 認 定 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 川 口 市 民 環 境 会 議  

  （ 川 口 市 地 球 温 暖 化 防 止 活 動 推 進 セ ン タ ー 指 定 団 体 ）  

後 援 ： 川 口 市 教 育 委 員 会  

協 力 ： 川 口 市 立 安 行 小 学 校  

 

２０２４年１１月 30日(土)実施 

コロナ以降 2回目の対面開催となり、各団体の素晴らしい取り

組みを元気に発表している姿や、各ワークショップでは楽しそうに取

り組んでいる姿を見ることができ、大変有意義だったと思います。開

催にあたり全面的にご協力いただきました安行小学校、発表団体の

皆様とご指導いただきました先生方、事前準備いただき楽しいワー

クショップを開いていただきました講師の皆様、ご後援いただきまし

た川口市教育委員会様、ご協力に大変感謝申し上げます。 

子ども環境フォーラム 2024の内容について参加者にアンケ

ートをした結果では、良かったとする人が９２％、普通とする人が

８％であり、良くなかったとする人はいませんでした。参加者から

の感想では、「いろいろな活動があって、小学生たちががんばって

いてすごいなと思いました」、「社会問題などについてよく分かり

勉強にもなりました」などの声が寄せられました。 

 編集後記 

開 催 場 所 ： 川 口 市 立 安 行 小 学 校 

⑦カレンダーでバッグ作
づく

り 

カレンダーがこんなかわいいバックになるなんて、楽
たの

しかっ

たな。カレンダーには、ディズニーや車
くるま

の絵柄
えがら

など、いろんな

絵柄
えがら

があって、私
わたし

はディズニーを選
えら

びました。二
ふた

つも作
つく

りまし

た。教
おし

えてくれた講師
こ う し

のおばあちゃんの話
はなし

もとても楽
たの

しかった

です。体
たい

育館
いくかん

での感想
かんそう

発表
はっぴょう

で、みなさんの前
まえ

で手
て

を挙
あ

げてバ

ックを見
み

せたのもいい思
おも

い出
で

になりました。 

  プログラム       <敬称略> 

13:00 フォーラム開会あいさつ      浅羽 理恵  中田 智博  春川 嘉孝 

13:30  １部 環境活動発表 

・川口自然っ子クラブ ・ダンちゃん倶楽部（ひまわりプロジェクト） 

     ・安行小学校環境委員会 ・安行小学校子どもエコクラブ 

14:00  ２部 ワークショップ体験 

① 玉ねぎや木の皮で布を染めてみよう     神山 裕則 

② 自然材料でもの作り    井原 勲 

③ 繭から糸を作ってみよう             菊次 哲也 

④ 地元の自然木を使って個性たっぷりの    小野 由加利 

               「フェアリーハウス」を作ろう 

⑤ 樹木ラリーと木の実と落ち葉の図鑑作り   中田 真也子 

⑥ 赤堀用水と安行原の湧水を調べよう     荒川夢クラブ  

⑦ カレンダーでバック作り      新納 千枝子 

⑧ 牛乳パックでコマ作り      四條 延子 

⑨ 牛乳パックで年賀はがき作り      谷崎 英子 

⑩ 「エコラベルカード」で神経衰弱      太田 樹 

15:30  ワークショップの報告会 

16:00  閉会あいさつ 生形 時夫  

⑨牛 乳
ぎゅうにゅう

パックで年賀
ねんが

はがき作り 

 牛 乳
ぎゅうにゅう

パックは、木材
もくざい

から作
つく

られたとてもきれいなバージン

パルプで作
つく

られています。体験
たいけん

では、この牛 乳
ぎゅうにゅう

パックから

表面
ひょうめん

のつるつるした部分
ぶぶん

をはがしてパルプ（紙
かみ

のもと）を取
と

り出
だ

し、紙
かみ

をすきました。世界
せかい

に一つだけのハガキです。牛 乳
ぎゅうにゅう

パッ

クからトイレットペーパーができるなんてすごいと思
おも

いました。む

ずかしかったけど、作
つく

れたからうれしいです。 

発行 2025年 1月 

認定 NPO法人川口市民環境会議   
  httpｓ://www.ne.jp/asahi/eco/ecolife 

⑧牛 乳
ぎゅうにゅう

パックでコマ作
づく

り  

 牛 乳
ぎゅうにゅう

パックの底
そこ

を２枚
まい

と麻
あさ

ひもを使
つか

って、ぶんぶんごまを作
つく

りました。パックの底
そこ

に子
こ

どもが好
す

きな絵
え

を描
えが

き、穴
あな

を二つ開
あ

け

てひもを通します。ひもをくるくる回
まわ

した後
あと

に左右
さ ゆ う

に引
ひ

くと回
まわ

り出
だ

します。「ぶんぶんならないけど回
まわ

った」と大
おお

喜
よろこ

びしていたこども

たち。しだいに音
おと

が出
で

るようになると、喜
よろこ

びは最高
さいこう

になりました。 

2部 ワークショップ （続
つづ

き） 

⑩「エコラベルカード」で神経
しんけい

衰弱
すいじゃく

 

 エコラベルは、環境
かんきょう

に気
き

をつけて作
つく

られている商品
しょうひん

の

目印
めじるし

です。森
もり

や海
うみ

を守
まも

るなど色々
いろいろ

なエコラベルについて学
まな

び、どこについているのか探
さが

した後
あと

、神経
しんけい

衰弱
すいじゃく

をしました。何
なん

となく見
み

ていたマークも、しっかり意味
い み

があることを知
し

りまし

た。エコラベル商品
しょうひん

探
さが

しは競争
きょうそう

じゃないのに、闘争
とうそう

心
しん

がわい

たのはなぜだろう･･･とても盛
も

り上
あ

がりました。 

フォーラムの 

内容の評価 

参加者アンケートの結果について 

 この事業は、公益財団法人サイサン環境保全基金からの助成と、

株式会社銀座コージーコーナーの寄付により実施しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども
こ

環 境
かんきょう

フォーラム２０２４は、１１月
がつ

３０日
にち

（土
ど

）に、安 行
あんぎょう

小学校
しょうがっこう

において、市内
し ない

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

から１５０名
めい

のお友達
ともだち

や

保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

が参加
さんか

して行
おこな

いました。環境
かんきょう

にやさしい取
と

り組
く

みなどの活動
かつどう

発表
はっぴょう

を聞
き

き、自然
し ぜ ん

素材
そざい

のもの作
づく

りや自然
し ぜ ん

観察
かんさつ

などのワ

ークショップに参加
さんか

して、いろいろなことを学
まな

び、環 境
かんきょう

のためにできることを 考
かんが

えました。 1部
ぶ

 環 境
か ん き ょ う

活 動
か つ ど う

発 表
は っ ぴ ょ う

 

 

２部
ぶ

 ワークショップ  

ダンちゃん倶楽部
く ら ぶ

（ひまわりプロジェクト） 

ダンボールを利用
り よ う

し、生
なま

ごみからたい肥
ひ

をつくる活動
かつどう

を行
おこな

ってい

ます。その中
なか

の「ひまわりプロジェクト」では土壌
どじょう

が汚染
おせん

されひまわり

栽培
さいばい

ができなくなった福島
ふくしま

にかわってひまわりを育
そだ

て、とれたタネを

送
おく

る活動
かつどう

をしています。タネを植
う

える時
とき

はネットを使
つか

い、同
おな

じ間隔
かんかく

に

なるようにしました。 畑
はたけ

には大
おお

きな看板
かんばん

をたて、ひまわりの絵
え

と「おお

きくなあれ」と書
か

きました。ひまわりは背丈
せたけ

より大
おお

きくなりました。タネ

をいっぱいとり、干
ほ

して福島
ふくしま

に送
おく

りました。福島
ふくしま

の作業所
さぎょうじょ

ではひまわり

の種
たね

から油
あぶら

を作
つく

って、生協
せいきょう

などで売
う

られています。 油
あぶら

をしぼった

カスはまたたい肥
ひ

にして 畑
はたけ

にまきます。 

安行
あんぎょう

小学校
しょうがっこう

環境
かんきょう

委員会
いいんかい

 

主
おも

な活動
かつどう

は、①牛 乳
ぎゅうにゅう

パック・古紙
こ し

回収
かいしゅう

。②コンポスト・土
つち

づくり。

③くすのきチケットをつかったエコマーケットです。各
かく

クラスで牛 乳
ぎゅうにゅう

パックを開
ひら

いて洗
あら

い、乾
かわ

かし、回収箱
かいしゅうばこ

にきちんと入
い

れて持
も

ってくれ

ば、くすのきチケットを渡
わた

します。1年生
ねんせい

には、牛 乳
ぎゅうにゅう

パックの開
ひら

き方
かた

を教
おし

えに行きます。1年生
ねんせい

は、きれいに開
ひら

くことができれば、５くすのき

チケットをもらえます。このチケットはアカガエルやメダカの卵
たまご

、カイ

コやカブトムシの幼虫
ようちゅう

と交換
こうかん

できます。また、エコマーケットでお金
かね

の

ように使
つか

って、買
か

い物
もの

もできます。これからも楽
たの

しくエコ活動
かつどう

をしてい

きます。 

 

①玉
たま

ねぎや木
き

の皮
かわ

で布
ぬの

を染
そ

めてみよう 

玉
たま

ねぎの皮
かわ

とラオス産
さん

の木
き

を２0分
ふん

くらい煮出
に だ

して、室温
しつおん

にさましま

す。布
ぬの

にビー玉
だま

と輪
わ

ゴムを使
つか

い絞
しぼ

りを作
つく

り、煮出
に だ

した液
えき

に布
ぬの

をつけ手
て

でもみながら、液
えき

を染
し

み込
こ

ませます。“水洗
みずあら

い→ミョウバン液
えき

につける”

を 3回
かい

繰
く

り返
かえ

し仕上
し あ

げます。輪
わ

ゴムを外
はず

して水
みず

洗
あら

いをして完成
かんせい

です。

玉
たま

ねぎの皮
かわ

では黄色
きいろ

に、ラオス産
さん

の木
き

ではピンク色
いろ

に染
そ

まりました。 

 

④地元
じ も と

の自然
し ぜ ん

木
ぼく

を使
つか

って個性
こせい

たっぷりの「フェアリーハウス」を

作
つく

ろう 

 フェアリーハウスはアメリカの子供
こ ど も

たちが昔
むかし

から楽
たの

しんでいる遊
あそ

び

で、丸太
ま る た

の土台
どだい

と木
き

でハウスを作
つく

り、木
き

の皮
かわ

や枝
えだ

、松
まつ

ぼっくりや薄
うす

い

板
いた

で屋根
や ね

を作
づく

り、窓
まど

や入
い

り口
くち

を木
こ

の実
み

や小枝
こ え だ

、草
くさ

などで作
つく

ります。

自然
しぜん

素材
そざい

を折
お

ったりむしったりするので、自然
しぜん

を五感
ごかん

で感
かん

じることが

できます。とっても素敵
すてき

なハウスができたので家
いえ

に飾
かざ

ろうと思
おも

います。 

⑤樹木
じゅもく

ラリーと木
こ

の実
み

と落
お

ち葉
ば

の図鑑作
ずかんづく

り 

スマートフォンを用
もち

いて安行
あんぎょう

原
はら

の樹木
じゅもく

探検
たんけん

をしました。樹木
じゅもく

には

QRコードが書
か

いてある案内板
あんないばん

がかかっていて、QRコードを読
よ

み込
こ

むと木
き

の種類
しゅるい

や特徴
とくちょう

が書
か

かれていました。講師
こ う し

から指定
し てい

された木
き

を探
さが

し出
だ

し、落
お

ち葉
ば

やドングリを拾
ひろ

い、葉
は

や花
はな

も特殊
とくしゅ

なボンドで台紙
だいし

に貼
は

り

付
つ

け、図鑑
ずかん

を作
つく

りました。指定
し てい

された木
き

が最初
さいしょ

は見
み

つけにくかったけれ

ど、みんなで助
たす

けあって完成
かんせい

させました。 

③繭
まゆ

から糸
いと

を作ってみよう 

 カイコの繭
まゆ

（白
しろ

と黄
き

があります）は、ほどくと一本
いっぽん

の糸
いと

になります。ま

ず、繭
まゆ

を湯
ゆ

に入
い

れ、糸
いと

の端
はし

を見
み

つけます。なかなか糸
いと

の端
はし

が見
み

つから

ず、大変
たいへん

でした。次
つぎ

に、自分
じぶん

で作った段
だん

ボールの糸取
い と と

り枠
わく

に巻
ま

き取
と

って

いきます。くるくる、くるくる、おもしろい作業
さぎょう

です。段
だん

ボール枠
わく

に巻
ま

き取
と

られた、できたての糸
いと

（絹糸
きぬいと

）は光
ひか

って美
うつく

しかったです。 

②自然
しぜん

材 料
ざいりょう

でもの作
づく

り 

講師
こ う し

から、小
ちい

さな穴
あな

がたくさんある木片
もくへん

に、木
き

の実
み

を刺
さ

した爪楊枝
つまようじ

が

数本
すうほん

だけ刺
さ

してあるものが参加者
さんかしゃ

に渡
わた

されました。教室
きょうしつ

の前方
ぜんぽう

にドン

グリなどの自然
しぜん

の材料
ざいりょう

が紙
かみ

の箱
はこ

に用意
よ う い

されており、それらを自由
じ ゆ う

に組
く

み合
あ

わせ、普段
ふだん

は作
つく

れない芸 術
げいじゅつ

作品
さくひん

を作
つく

ります。ちがうドングリとドン

グリをバランスよく組
く

み合
あ

わせ作品
さくひん

を作
つく

るのがおもしろかったです。 

安行
あんぎょう

小学校
しょうがっこう

子
こ

どもエコクラブ 

 安行
あんぎょう

小
しょう

の校庭
こうてい

にはたくさん大
おお

きな木
き

があり、QRコードで説明
せつめい

を

読
よ

むことができます。飼育
し い く

しているヤギは除草
じょそう

に協 力
きょうりょく

してくれます。

絶滅
ぜつめつ

危惧
き ぐ

種
しゅ

のアカガエルを里親
さとおや

で飼育
し い く

しています。カイコの飼育
し い く

も

しており、夏休
なつやす

みの自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

で「カイコの成長
せいちょう

日記
に っ き

」をまとめ会場
かいじょう

で配
くば

りました。「田
た

んぼビオトープづくり」プロジェクトで休耕
きゅうこう

田
でん

を借
か

りて米作
こめづく

りをし、「落
お

ち葉
は

プロジェクト」で精米
せいまい

で出
で

た米
こめ

ぬかと木
き

の落
お

ち葉
は

から畑
はたけ

の土
つち

を作
つく

って作物
さくもつ

を育
そだ

てています。エコクラブでは、「い

のちのつながり」をテーマにエコ活動
かつどう

をしていきます。 

しら 

⑥赤堀用水と 安行原の湧水を調べよう 
あかほりようすい あんぎょうはら ゆうすい

赤堀
あかほり

用水
ようすい

ではみんなで協力
きょうりょく

しフェンス越
ご

しに採
さい

水器
すいき

を投
とう

じて採水
さいすい

し、安行
あんぎょう

原
はら

では池
いけ

から湧水
わきみず

を汲
く

んで採水
さいすい

しました。次
つぎ

に、安行
あんぎょう

原
はら

自然
しぜん

の森
もり

の木
き

のテーブルやイスに陣取
じ ん ど

って、それぞれの透視度
と う し ど

と CODを測
はか

りました。細長
ほそなが

い器具
き ぐ

に検査
けん さ

水
すい

を少
すこ

しずつ入れて、上
うえ

から覗
のぞ

いて透視度
と う し ど

を測
はか

るのが楽
たの

しかったです。測定
そくてい

結果
け っか

は、模造紙
も ぞ う し

に大
おお

きく書
か

いて発表
はっぴょう

しました。 

川口
かわぐち

自然
し ぜ ん

っ子
こ

クラブ 

見沼
みぬま

自然
しぜん

の家
いえ

を中心
ちゅうしん

に５つの活動
かつどう

をしています。１つ目
め

は「田
た

んぼ

の活動
かつどう

」で、古代
こだい

米
まい

を植
う

え収穫
しゅうかく

し餅
もち

つきやしめ縄作
なわづく

りをします。２つ

目
め

は「生
い

き物
もの

調査
ちょうさ

」で、見
み

沼代
ぬまだい

用水
ようすい

周辺
しゅうへん

の生
い

き物
もの

の観察
かんさつ

やアカガエ

ルの卵
たまご

を数
かぞ

えています。３つ目
め

は「自然
しぜん

観察会
かんさつかい

」で、夏
なつ

には夜遊
よあそ

びツ

アーをしました。４つ目
め

は「自然
しぜん

素材
そざい

でものつくり」で、和紙
わ し

や竹
たけ

とんぼ

作
つく

り、藍
あい

染
ぞ

めをしました。５つ目
め

は「世界
せかい

の子供
こ ど も

達
たち

と手
て

をつなごう」で、

ラオスの子供
こ ど も

達
たち

に文具
ぶんぐ

や絵本
えほん

を贈
おく

る活動
かつどう

と、ボルネオの動物
どうぶつ

たちを

守
まも

るため、開発
かいはつ

によって減
へ

ってしまったジャングルに、土地
と ち

を買
か

って木
き

を植
う

える活動
かつどう

をしました。 

 




